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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
愛
知
県
下
四
九
大
学
の

学
長
で
構
成
す
る
愛
知
学
長
懇
話
会
と
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
協

力
に
よ
り
平
成

一
六
年
六
月
に
発
足
し
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
県

下
の
大
学
で
学
ぶ
、
外
国
人
留
学
生
を
含
む
大
学
生
の
た
め
に
、

様
々
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

発
足
以
来
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援
、

学
生
の
悩
み
相
談
の
二
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
う
ち

今
回
は
、
外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援
事
業
を
取
り
上
げ
る
。

愛
知
県

(行
政
)
と
の
連
携

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
部
国
際
空
港
の

開
港
や
、
愛

・
地
球
博
の
開
催
で
、
い
ま
愛
知
は
大
変

「元
気
」
で

あ
る
。
愛
知
県

(行
政
)
は
こ
れ
を
弾
み
と
し
て
、
地
域
の
活
性

化

・
国
際
化
の
た
め
の
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
は
、
そ
の
設
置
目
的
に
愛
知
県
の
取
組
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
か
ら
、

外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援
に
お
い
て
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず

一
〇
月
八
日

(土
)
に
は
、
名
古
屋
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に

「外
国
籍
県
民
あ
い
ち
会
議
」
を
開
催
し
た
。
留
学
生
二

一
名
を
含
む
参
加
者
が
、
①
愛
知
県
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
、

②
万
博
後
の
愛
知
に
つ
い
て
、
③
こ
の
地
域
で
の
就
職
に
つ
い
て
の

三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
展
望
や
意
見
を

交
わ
し
た
。
そ
の
後
、
分
科
会
の
発
表
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

留
学
生
側
か
ら
は
、
「あ
い
ち
」
の
知
名
度
が
低
く
外
国
か
ら
見
え
に

く
い
、
留
学
生
の
求
人
数
や
職
務
内
容
へ
の
不
満
等
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
主
催
者
側
か
ら
は
、
地
域
の
国
際
化
の
た
め
に
様
々
な
工
夫
を

し
て
い
く
、
就
職
を
含
め
愛
知
に
対
す
る
留
学
生
の
意
見
を
聞
く
機

会
を
も
っ
と
増
や
す
等
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
く

一
〇
月

一
五
日

(土
)
に
は
、
同
じ
く
名
古
屋
大
学
の
豊
田

講
堂
に
お
い
て

「留
学
生
の
た
め
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
i
n愛
知
」

を
開
催
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
昨
年
、
愛
知
県
内
に
在
学
す
る
外
国
人
留
学

生
の
三
、
四
年
生
と
大
学
院
生
合
わ
せ
て
約
二
、
三
〇
〇
人
を
対
象

に

「外
国
人
留
学
生
の
就
職
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
に
回
答
者
の
四
四
%
が
、
日
本
で
の
就
職
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
方
、
海
外
進
出
を
計
画
す
る
地
元
企
業
で
は
、
外
国
人
の
雇
用

に
関
す
る
制
度
上
の
問
題
点
や
、
留
学
生
の
求
職
状
況
な
ど
の
情
報

不
足
に
よ
り
、
な
か
な
か
留
学
生
の
採
用
活
動
に
踏
み
出
せ
な
い
実

情
が
あ
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
、
留
学
生
、
企
業
双
方
の
要
望
や
問
題
点
の
解
決
を
図

る
取
組
が
実
現
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
に
は
、
東
海
地
域
に
在
学
す
る

外
国
人
留
学
生
三
七
六
名
、
企
業
関
係
者
五
三
名
、
学
校
関
係
者
四

八
名
が
参
加
し
た
。

午
前
に
は
、
最
近
の
留
学
生
の
採
用
動
向
と
将
来
的
な
予
測
、
外

国
人

の
就
労
活
動
に
関
す
る
法
制
度
等
の
講
演
に
続
い
て
、
参
加
者

を
留
学
生
と
企
業
関
係
者
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
行

っ
た
。
留
学
生
向
け
で
は
、
企
業
に
よ
る
採
用
事
例
の
紹

介
と
、
留
学
生
の
O
B
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
報
告
及
び
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
企
業
向
け
で
は
、
外
国
人
の
適

正
な
雇
用
、
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止
、
留
学
生
の
採

用
事
例
、
労
務
管
理
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
合
同
企
業
説
明
会
が
行
わ
れ
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
県
下

で
の
就
職
を
目
指
す
留
学
生
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
、
各
企
業
の
人
事
担

当
者
も
熱
心
に
説
明
に
応
じ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、

企
業
P
R
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
留
学
生
向
け
の
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ
ー
指
導
や
個
別
相
談
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、

企
業
に
お
け
る
、
留
学
生
が
社
風
や
日
本
の
慣
習
に
な
じ
め
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
、
入
社
後
短
期
間
で
の
帰
国

・
退
職
で
、
社
員
教

育
コ
ス
ト
を
失
う
リ
ス
ク
が
怖
い
と
い
う
不
安

や
、
留
学
生
に
お
け

る
、
大
学
等
で
学
ん
だ
専
門
分
野
が
活
か
せ
な

い
、
就
職
活
動
で
日

本
人
学
生
が
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
と
い
っ
た
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

留
学
生
へ
の
支
援
と
期
待

こ
う
し
た

「県
民
会
議
」
や

「就
職
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
を
通
じ

て
、
留
学
生
の
就
職
活
動
に
お
け
る
障
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
留
学
生
と
企
業
と
の
接
触
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
、

一
人
で
も
多
く
の
留
学
生
が
地
元
企
業
に
就
職
し

て
く
れ
れ
ば
と
の
期
待
が
ふ
く
ら
む
。
や
が
て
そ
れ
が
、
彼
ら
の
地

域
社
会

へ
の
貢
献
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

日
本
に
留
学
し
て
来
た
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、
留
学
生
は
大
き

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ワ
ー
を
持

っ
て
い
る
。
日
本
経
済
が
不
況

か
ら
徐
々
に
抜
け
出
し
つ
つ
あ
る
情
勢
に
あ
る
な
か
、
国
際
化
を
目

指
す
地
元
企
業
に
お
い
て
は
、
留
学
生
に
対
す
る
求
人
の
増
加
も
見

込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
「留
学
生
受
け
入
れ

一
○
万
人
計
画
」

が
達
成
さ
れ
た
今
日
、
受
け
入
れ
た
留
学
生
の
卒
業
後

の
ケ
ア
と
、

地
域
社
会
の
国
際
化
を
同
時
に
実
現
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
今
後
と
も
愛
知
県
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。


